
　
明
治
末
か
ら
大
正
初
年
に
勃
発
し
た
「
天
皇
機
関
説
論
争
」
を
最
初
に
仕
掛
け
た
の
は
、

美
濃
部
達
吉
（
１
８
７
３
―

１
９
４
８
）
の
方
だ
っ
た
。

　
１
９
１
２
年
（
明
治
45
年
）
の
『
憲
法
講
話
』
で
、「
一
部
の
人
の
間
に
流
布
す
る
変
装
的

専
制
政
治
の
主
張
を
排
す
る
」（
序
文
）
と
宣
告
す
る
と
、
ド
イ
ツ
の
公
法
学
者
・
イ
ェ
リ

ネ
ッ
ク
（ Georg Jellinek

、
１
８
５
１
―

１
９
１
１
） 

の
『
一
般
国
家
学 Allgem

eine 
Staatslehre, 1900

』
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
国
家
法
人
説
」
に
依
拠
し
、
君
主
（
＝
天
皇
）

の
主
権
を
限
定
的
に
扱
い
、
議
会
の
権
限
を
拡
張
す
る
憲
法
解
釈
を
提
起
し
た
。「
天
皇

機
関
説
」
で
あ
る
。

　
美
濃
部
の
「
挑
発
」
に
か
ち
ん
と
き
た
「
一
部
の
人
の
間
」
は
、
直
ち
に
「
国
体
に
関
す
る

異
説
」
を
雑
誌
『
太
陽
』
に
発
表
し
、
美
濃
部
と
も
あ
ろ
う
者
が
「
国
体
」
を
「
排
撃
す
る
」

た
め
の
「
一
書
を
著
は
さ
れ
ん
」
と
は
「
夢
想
だ
も
及
ば
ざ
り
し
」
と
、
大
仰
に
驚
い
て

み
せ
た
。
論
者
は
美
濃
部
の
同
僚
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
上
杉
慎
吉
（
１
８
７
８
― 

１
９
２
９
）。
タ
イ
ト
ル
中
の
「
異
説
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
「
変
装
的
専
制
政
治
の
主
張
」

と
美
濃
部
が
指
弾
し
た
、
上
杉
自
ら
の
「
天
皇
主
権
説
（
以
後
、「
天
皇
機
関
説
」
と
対
比

し
て
「
天
皇
主
体
説
」
と
す
る
）」
で
は
な
い
。
美
濃
部
の
「
天
皇
機
関
説
」
で
あ
る
。

　
今
日
の
知
名
度
で
は
美
濃
部
が
上
杉
を
圧
倒
し
て
い
る
が
、
こ
の
論
争
の
当
時
、
帝
国

大
学
の
憲
法
講
座
を
担
当
し
て
い
た
の
は
─
─
美
濃
部
達
吉
で
は
な
く
─
─
上
杉
慎
吉
で

あ
っ
た
。

　

上
杉
は
東
京
帝
国
大
学
在
学
中
、
天
皇
主
体
説
を
主
唱
し
た
穂
積
八
束
（
１
８
６
０
― 

１
９
１
２
）
に
師
事
し
、
卒
業
の
翌
年
１
９
０
４
年
（
明
治
37
）
に
は
助
教
授
に
就
任
、

１
９
０
６
年
に
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
留
学
し
た
。

　
穂
積
が
見
込
ん
だ
後
継
者
と
い
う
の
が
、衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、当
然
天
皇

主
体
説
に
立
つ
べ
き
と
こ
ろ
、豈
図
ら
ん
や
、こ
の
こ
ろ
の
上
杉
は
美
濃
部
顔
負
け
の
天
皇

機
関
説
論
者
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
れ
が
理
由
だ
ろ
う
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
は
先
に

挙
げ
た
「
国
家
法
人
説
」
の
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
下
で
学
ん
だ
。
そ
れ
も
─
─
な
ん
と
─
─

イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
自
宅
に
下
宿
し
、
起
居
を
共
に
し
な
が
ら
直
接
的
な
指
導
を
受
け
た
。

　
１
９
０
９
年
（
明
治
42
）
に
帰
国
す
る
と
、
さ
ぞ
や
上
杉
は
筋
金
入
り
の
国
家
法
人
説

（
天
皇
機
関
説
）
論
者
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
き
や
、
こ
こ
で
も
豈
図
ら
ん
や
、
金
甌

無
欠
の
天
皇
主
体
論
者
に
転
身
し
た
。
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
（
夫
妻
）
と
は
帰
国
後
も
親
密
な

交
流
が
続
き
、１
９
１
１
年
の
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
死
に
際
し
て
は
弔
辞
も
発
表
し
て
い
る
と

い
う
か
ら
、
天
皇
主
体
説
へ
の
「
転
向
」
は
、
学
説
へ
の
失
望
な
ど
や
関
係
悪
化
が
原
因

と
は
思
え
な
い
。

　
一
方
、
美
濃
部
の
ド
イ
ツ
留
学
は
上
杉
に
７
年
先
行
す
る
、
１
８
９
９
年
。
留
学
実
態
は

よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
講
義
は
受
け
て
い
な
い
。
た
だ
彼
の
著
作

か
ら
は
強
く
影
響
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
、
１
９
０
２
年
に
帰
国
す
る
と
関
連
す
る
書
籍
を

矢
継
ぎ
早
に
翻
訳
・
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
自
著
『
日
本
国
法
学
』（
上
巻
）（
１
９
０
７
）

は
内
容
・
構
成
と
も
に
、
先
に
挙
げ
た
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
『
一
般
国
家
学
』
に
類
（
酷
）
似

し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
２
人
の
間
に
勃
発
し
た
「
天
皇
機
関
説
論
争
」
に
、
そ
の
後
上
杉
の
「
師
」

で
あ
り
美
濃
部
の
「
上
司
」
に
あ
た
る
穂
積
八
束
が
加
わ
り
、
学
外
か
ら
も
「
西
の
美
濃
部
」

と
称
さ
れ
る
佐
々
木
惣
一
（
１
８
７
８
―

１
９
６
５
）
ら
も
参
戦
し
た
こ
と
で
局
面
が
拡
大

し
て
い
く
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
天
皇
機
関
説
」
の
美
濃
部
と
「
天
皇
主
体
説
」
の
上
杉

と
の
対
立
点
は
、
何
で
あ
っ
た
の
か
。

　
一
般
的
な
説
明
は
、
こ
う
だ
。「
天
皇
機
関
説
」
を
奉
じ
る
立
場
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
く
に
19
世
紀
の
ド
イ
ツ
立
憲
君
主
制
の
法
理
論
に
依
拠
し
、
帝
国
憲
法
を
自
由
主
義
的
・

立
憲
主
義
的
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
権
限
の
縮
減
と
議
会
の
権
能
を
拡
張

し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
天
皇
主
体
説
を
主
唱
す
る
立
場
は
、
絶
対
主
義
的
天
皇

制
国
家
を
理
論
的
に
基
礎
づ
け
る
た
め
、
日
本
の
建
国
特
性
に
依
拠
し
、
天
皇
の
権
限
を

最
大
化
し
議
会
や
政
党
の
権
能
の
極
小
化
す
る
憲
法
解
釈
を
採
っ
た
。

　
か
み
砕
い
て
言
え
ば
、「
天
皇
機
関
説
」
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
理
論
を
、「
天
皇
主
体

説
」
は
日
本
の
建
国
神
話
を
、
各
々
憲
法
解
釈
の
ベ
ー
ス
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
美
濃
部
は
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
学
説
な
ど
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
通
説
」
な
い
し
「
定
説
」

を
言
い
立
て
て
、せ
っ
せ
と
日
本
語
に
翻
訳
し
て
紹
介
し
、こ
れ
に
対
し
て
上
杉
は
日
本
の

「
国
体
」
は
日
本
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
西
洋
の
理
論
で
解
釈
で
き
る
も
の
で
は
な
い
、
国
体
は

「
日
本
の
民
族
の
確
信
」
と
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
と
い
っ
た
実
定
法
を
超
え
た
と
こ
ろ
に

あ
る
、
と
叫
び
続
け
る
し
か
な
か
っ
た
。

　
両
者
の
勝
負
は
、
美
濃
部
が
「
一
部
の
人
の
間
」
と
口
に
し
た
瞬
間
に
、
決
し
て
い
た

の
だ
。

　
そ
の
後
の
上
杉
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
談
話
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
　

�

晩
年
に
は
味
方
は
漸
次
減
つ
て
参
り
、
昭
和
三
年
四
月
七
日
、
僅
か
に
二
、
三
の

門
下
生
に
取
り
巻
か
れ
ら
れ
、〔
…
〕
小
石
川
の
寓
居
に
空
し
く
昇
天
さ
れ
ま
し
た

〔
…
〕

　
一
方
、美
濃
部
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
代
表
す
る
理
論
家
と
も
て
囃
さ
れ
、東
京
帝
国

大
学
法
学
部
長
（
１
９
２
４
）、
貴
族
院
議
員
（
１
９
３
２
）
を
歴
任
し
た
。
著
書
は
高
等

文
官
試
験
（
戦
前
日
本
の
高
級
官
僚
採
用
試
験
）
の
基
本
テ
ク
ス
ト
と
な
り
、
天
皇
機
関
説

は
政
党
政
治
の
理
論
的
支
柱
と
し
て
国
家
公
認
の
憲
法
学
説
で
あ
り
続
け
た
。
１
９
３
０

年
（
昭
和
10
）
に
、「
一
身
上
の
弁
明
」
も
空
し
く
、
美
濃
部
が
社
会
的
に
葬
り
去
ら
れ
る

ま
で
は
。

　
木
っ
端
微
塵
に
撃
破
さ
れ
た
天
皇
主
体
説
の
遺
伝
子
は
、「
学
説
」
か
ら
「
結
社
」
に

乗
り
代
え
て
、
し
ぶ
と
く
命
脈
を
保
っ
て
い
た
の
だ
。

　
上
杉
の
学
説
を
熱
狂
的
に
支
持
す
る
学
生
た
ち
は
「
木
曜
会
」
や
「
興
国
同
志
会
」
を

結
成
し
て
い
た
。
上
杉
の
弟
子
た
ち
は
奔
走
の
末
、
機
関
誌
『
国
本
』
を
刊
行
し
、
保
守

勢
力
の
大
物
・
平
沼
騏
一
郎
を
担
い
で
、
後
者
を
母
胎
に
「
国
本
社
」
を
生
み
出
し
た
。

　
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）
２
月
18
日
、
貴
族
院
で
「
著
作
に
付
き
ま
し
て
の
御
尋
」
で

「
天
皇
機
関
説
事
件
」の
口
火
を
切
っ
た
菊
池
武
夫
は
、そ
の「
国
本
社
」の
有
力
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
。

�

（
以
下
、
次
号
） 
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〈serial 5〉
人に「嫌われる」方法 ─ 蓑田胸喜に学ぶ。
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